
 

 

 
 

 

 

福井市図書館館報 No.37（202３．11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立図書館、みどり図書館、桜木図書館、美山図書館、清水図書館を総称して、「福井市図書館」と呼んでいます。 

 

 

１． 画面の「貸出」をタッチ 

２． 貸出カードのバーコードに、バーコー

ドリーダーの赤い光をかざす 

３． 借りたい本をかさねて四角い板の上

におき、画面の冊数のボタンをタッチ 

４． 本の情報が画面に表示されるので、

画面の「貸出」をタッチ 

５． レシートが出れば完了 

 

 

【自動貸出機の使い方】 

自動貸出機を利用しましょう 

自動貸出機は、本のＩＣチップを読込み、誰でも簡単に貸出手続

きをすることができます。 

自動貸出機は、待ち時間の短縮、手続き時間の迅速化、プライバ

シーの保護などのメリットがあり、近年多くの図書館で導入が進ん

でおり、桜木図書館にはすでに設置されています。 

最近はお店でセルフレジを使ったことがある方も、多いのではな

いでしょうか。利用方法は簡単ですので、図書館でも自動貸出機を

使ってセルフ貸出をご利用ください。来年 2月にはみどり図書館で、

市立図書館ではリニューアル開館後に使えるようになります。 

「貸出」をタッチ １ 貸出カードを読み込ませる ２ 

四角い板の上に本をかさ
ねて置くだけ。 
画面の貸出冊数をタッチ 

３ 

「貸出」をタッチ 4 
レシートをとる！ 5 

完了！ 
あっというまに 
できました！ 

この紙を 
とってね！ 

赤い光に 
かざすだけ！ 

自動で読み取った結果
が画面に表示される 

何冊かな？ 

簡単５ステップ 
こんなときはカウンターへ 

・予約した本が用意できているとき 

・貸出中の本を延長するとき 

・貸出カードを忘れたとき 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立図書館リニューアル工事を進めています 

 

ブックスタートが 20周年を迎えました 

 

市立図書館は昨年 5月 9日から休館し、リニューアル工事を進めてい

ます。もとの市立図書館の躯体を再利用し、書庫を増設するほか、本を通

じて交流する活動室を作っています。建物工事の終了後は外構工事を進

め、来年５月中の開館を目指しています。リニューアル後は、本を手に取っ

てじっくり読みながら選べるスペースが増えます。 

ブックスタートで読み聞かせを行うのは、図書館職員のほか、地域のボ

ランティアの皆さん。この 20 年で 100 人以上のボランティアの方々にご

協力いただきました。子育ては独りでするものでなく、地域みんなで支えて

いくもの、その思いを多くのボランティアの皆さんが伝えながら、ブックスタ

ートを行っています。 

 また、ブックスタートのフォローアップ事業として始まった「わらべうたと

絵本を楽しむてんてんくらぶ」の会も同じく 20 年がたちます。みどり図書

館で月 2回（第 2、第 4木曜日）行うこの行事には、赤ちゃんと保護者の

方が訪れ、楽しい時間を過ごしています。ほかにも「子育てファミリー応援

講座」として様々な取組みを行っています。 

みどり図書館は運動公園や足羽山に近く、西部緑道に面しているの

で、お出かけのついでにお立ち寄りください。 

 

「ブックスタート」は絵本を介して赤ちゃんとご家族が、同じ 

ひとときを過ごすことを応援するもので、1992年にイギリスで

始まりました。日本には 2000 年頃に取り入れられ、全国で現

在、約 6 割の自治体で実施されています。福井市では 2003 年

10月から始まり、今年で 20年目になります。ブックスタート

に訪れた、生後 3か月以上 3歳の誕生日前日の子に、絵本を 

2 冊プレゼントしています。プレゼントの際には赤ちゃんに絵

本の読み聞かせや、メッセージをお伝えしています。 

ブックスタートパック 

みどり図書館でのブックスタートの様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度作家講演会を開催しました 

３月５日（日）に桜木図書館のあるアオッサにおいて直木賞作家の

唯川恵氏トークイベントを行いました。事前に寄せられた質問に、イン

タビューのようにお答えいただいていきました。 

銀行員を経て小説家になったいきさつや、直木賞受賞作『肩ごしの

恋人』の執筆の思い出、実在の人物をモデルにした長編小説『淳子

のてっぺん』の創作秘話などについて講演いただきました。唯川氏は

金沢市出身、軽井沢在住のため、北陸新幹線や福井の印象も話題に

なりました。参加者からは「感動した」「濃い時間だった」「途中で紹

介された本をもう一度読んでみたい」などの感想が寄せられました。 

別司芳子氏講演会 & 片山善博氏講演会を開催しました 

５月２８日（日）、別司芳子氏講演会「本づくりはおもしろい！～人との出会いにわく

わくドキドキ～」を開催しました。別司氏は、福井市こどもの本大賞受賞の「宇宙食に

なったサバ缶」（小学館）の作者で、こども司書くらぶ活動５周年の記念に、「もっと知

りたい！」という気持ちから始まる本づくりについて講演くださいました。その中で福井

県立若狭高校生がサバ缶を宇宙食にしようと奮闘した１４年間を描くために、３０人

以上に取材し、何度も書き直し、人とつながる喜びを感じたとお話になっていました。 

【唯川恵(ゆいかわけい)】 

石川県金沢市生まれ。84年「海色の午後」でデビュー。2002年「肩

ごしの恋人」（マガジンハウス）で第 126回直木賞、2008年「愛に

似たもの」（集英社）で第 21回柴田錬三郎賞を受賞。 

 近著には「みちづれの猫」（集英社）「淳子のてっぺん」（幻冬舎）「バ

ッグをザックに持ち替えて」(光文社)など。 

 

 

講演会にあわせて特設
コーナーを設置しました 

【別司芳子(べっしよしこ)】 

福井県生まれ。児童文学作家。２０１８年「凸凹あいうえおの手紙」（くもん出版）

で小川未明文学賞優秀賞を受賞。「髪がつなぐ物語」「しりとり電車のハヤイチく

ん」（ともに文研出版）など読書感想文の課題図書に選定されること多数。 

８月６日（日）、フェニックスプラザで片山善博氏講演会「私たちのく

らしと地域経済」を開催しました。これからの地域づくりに欠かせない

視点は「人口減少」「生産性」「脱炭素化」「地域本位」。具体例を挙

げて講演いただきました。参加者からは、「現代社会の課題と私たちの

生活は密接に関わり、解決への糸口に気づいた」「自分の町は、住民

が真剣に考えないと生き残れないと学んだ」「課題に取り組む姿勢と

アイデアに希望がもてた」などの感想がありました。 

また今夏は、福井県金融広報委員会と共催で「考えよう！お金とミラ

イ」をテーマに様々な講座を開催するとともに、関連本の特設、経済発

展への提案を募集し展示しました。 

質問に回答する編集者の田中明子氏 

【片山善博(かたやまよしひろ)】 

1999年から鳥取県知事を 2期務め、2010年総務大臣就任。 

『民主主義を立て直す』(岩波書店)『地方自治と図書館』(勁草書房)など 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※計には令和 4年 5月 8日から休館している市立図書館の数値を含む 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
田 原 町  

ﾐ ﾆ図 書 館  

移  動  

図 書 館

(市 立 )  

みどり  

図書館  

移  動  

図 書 館  

(みどり )  

桜  木  

図書館  

美  山  

図書館  

清  水  

図書館  
計※ 

開館日数 （日） 249  127  282 120 345 283  283  ―  

入館者数 （人） 17,278   8,101 198,864 8,112 264,201 14,317 9,621 534,662 

個人登録者数(人） ― 2,602  39,864 1,425 32,158 831 1,121 110,872 

貸出冊数 （冊点） 77,069 21,107  474,471 18,883 283,149 14,534 22,503 950,819 

蔵書数   （冊点） ― 19,033  392,387 11,462 249,679 40,281 94,042 1,251,663 

田原町ミニ図書館（福井市立図書館の工事のため休館中の臨時窓口） 

福井市田原１丁目２０－１ 田原町ミューズ 多目的スペース        TEL 0776-20-5000 

福井市立みどり図書館 福井市若杉３丁目３０１ TEL ０７７６－３４－８８５９ 

福井市立桜木図書館  福井市手寄１丁目 4－１ アオッサ４階 TEL ０７７６－２０－１５３０ 

福井市立美山図書館  福井市美山町２－１２ TEL ０７７６－９０－１７００ 

福井市立清水図書館  福井市風巻町２１－１７ TEL ０７７６－９８－３８２０ 

 

『文学は実学である』 

荒川 洋治著  みすず書房    
 

本の 

散歩道 
著者は福井県三国町出身の現代詩作家。本書は 1992年から2020年

までに発表されたエッセイを集めたもので、ふるさと福井での思い出、旅の

話、文学作品の批評、日々の出来事や思いなどを綴っている。タイトルになっ

ている「文学は実学である」は、2002 年に発表された。著者は、『文学は、

経済学、法律学、医学、工学などと同じように「実学」なのである。』と述べ、

社会問題が人間の精神に起因するものであるなら、その問題を解決してい

く力が文学にはあるという。社会問題に限らず、その後に起こった災害やパ

ンデミックなど想像もできない困難な状況で、寄る辺になった文学は確かに

実学であると思う。 

 

 
『火曜日のごちそうはヒキガエル』 

ラッセル・E・エリクソン作  ローレンス・ディ・フィオリ絵  佐藤凉子訳 

評論社 

寒い冬のある日、ヒキガエルのウォートンは、おばさんにお菓子を届けるた

め、雪道をスキーに乗って出かけていった。おばさんの家へと続く道の途中

には、えものをねらうミミズクが住んでいる森があった。ウォートンは、運悪くミ

ミズクにつかまり、家に連れていかれてしまう。ミミズクは、６日後の誕生日の

ごちそうにウォートンを食べると言う。足をけがしたウォートンは、ミミズクの家

から逃げ出すことができず、誕生日は、刻一刻と近づいてくる。いったいこの

ピンチをどうやって切り抜けるだろうか？ 

 

子ども

の本の

ひろば 

 令和４年度利用状況  

 


